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手
作
り
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式

　
こ
ど
も
た
ち
は
社
会
の
大
切
な
宝
で
あ
る
。次
世
代
を

担
う
こ
ど
も
た
ち
が
大
き
な
希
望
を
抱
き
、思
い
や
り
と

豊
か
な
感
性
を
育
み
な
が
ら
健
や
か
な
成
長
を
願
い

児
童
福
祉
週
間
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。



幸
地
地
区
に
お
け
る
区
画
整
理
事

業
の
可
性
に
つ
い
て
、
本
町
の
将

来
を
象
徴
す
る
地
区
に
な
り
う
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
る
が
、
町
長
は
将
来
像

を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
か
。

本
地
域
の
将
来
像
と
し
て
は
、

西
の
玄
関
口
と
し
て
、
ま
た
那
覇
市
や
浦
添

市
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
ゲ
ー
ト

性
の
高
い
機
能
を
有
し
た
地
域
、
本
町
の
サ

ブ
核
の
一
角
を
担
う
地
域
と
し
て
期
待
さ

れ
る
も
の
と
考
え
る
。

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
周
回
線
構
想

の
沖
縄
県
が
検
討
を
開
始
し
た
「
次

世
代
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
関
連
し
町
長
の
基

本
方
針
を
聞
く
。県

に
お
い
て
様
々
な
検
討
が

な
さ
れ
て
い
る
段
階
で
あ
る
と
認
識
を
し

て
い
る
。
本
町
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
モ

ノ
レ
ー
ル
延
伸
の
必
要
性
に
つ
い
て
県
へ

要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

徳
佐
田
地
区
の
組
合
方
式
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て
将
来
の
重
点

整
備
地
区
と
し
て
位
置
づ
け
、
持
続
可
能
な

都
市
拠
点
と
し
て
再
編
す
る
方
針
を
持
っ

て
い
る
の
か
聞
く
。今

後
は
意
向
調
査
を
行

い
、
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
概
略
設
計
、
概

算
事
業
費
の
算
出
を
行
い
、
再
度
地
権
者
説

明
会
を
開
催
す
る
予
定
。

森
川
地
区
及
び
徳
佐
田
地
区
に
お

け
る
未
整
備
の
計
画
道
路
に
つ
い

て
、
現
在
の
整
備
状
況
と
今
後
の
整
備
予
定

区
間
を
具
体
的
に
聞
く
。

森
川
翁
長
線
は
西
原
西
区

の
区
画
整
理
地
区
を
起
点
と
し
て
、
森
川
集

落
の
町
道
森
川
１
号
線
を
終
点
と
し
た
道

路
で
あ
る
が
、
当
該
道
路
は
沖
縄
振
興
公

共
投
資
交
付
金
、
ハ
ー
ド
交
付
金
を
活
用

し
、
平
成
24
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
の

事
業
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度

末
時
点
の
整
備
率
は
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で

40
％
。
今
後
は
用
地
補
償
と
並
行
し
て
、
用

地
買
収
済
み
箇
所
の
工
事
を
進
め
て
い
く
。

12
月
に
こ
ど
も
性
暴
力
防
止
法
が

施
行
さ
れ
る
。
対
象
に
な
る
事
業

者
、
対
象
者
は
。

義
務
対
象
は
学
校
、
認
定

こ
ど
も
園
・
保
育
所
等
、
児
童
館
、
児
童
デ

イ
等
。
認
定
対
象
は
認
可
外
保
育
園
、
学
童

ク
ラ
ブ
、
学
習
塾
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
で

あ
る
。
対
象
者
は
教
員
や
保
育
士
等
、
こ
ど

も
と
常
に
接
す
る
職
種
は
一
律
対
象
。

以
前
提
案
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
、
盗

撮
カ
メ
ラ
探
知
器
の
導
入
は
、
先

生
方
を
監
視
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
ど
も

と
教
員
を
守
る
環
境
整
備
と
し
て
進
め
る

べ
き
。
検
討
状
況
は
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
性

被
害
の
未
然
防
止
、
抑
止
の
観
点
か
ら
引
き

続
き
検
討
す
る
。
盗
撮
カ
メ
ラ
の
探
知
機
は

導
入
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
。

本
町
の
過
去
３
年
間
の
児
童
虐
待

件
数
と
虐
待
種
別
は
。

令
和
４
年
度
１
７
６
件
、

５
年
度
２
５
４
件
、
６
年
度
２
８
０
件
で
心

理
的
虐
待
が
最
も
多
い
。

虐
待
加
害
者
の
中
に
は
追
い
詰
め

ら
れ
て
い
る
人
も
い
る
。
そ
の
こ

と
を
責
め
た
り
、
罰
す
れ
ば
解
決
す
る
問
題

で
も
な
い
。
孤
立
さ
せ
な
い
支
援
が
求
め
ら

れ
る
が
対
応
は
。

虐
待
が
生
じ
る
家
庭
に

は
様
々
な
背
景
が
あ
り
、
虐
待
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
保
護
者
を
指
導
す

る
こ
と
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
世
帯
を
支
援

し
て
い
く
立
場
。
虐
待
要
因
は
何
か
。
ど
の

よ
う
な
支
援
が
必
要
か
。
関
係
機
関
と
連
携

し
て
支
援
し
て
い
る
。

県
の
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
保
護
者
向

け
※
ス
ポ
ハ
ラ
調
査
で
、
保
護
者

の
３
割
が
競
技
力
向
上
な
ら
、
怒
鳴
る
、
怒

る
指
導
を
容
認
し
て
い
る
。
県
外
の
１
割
と

比
べ
、
突
出
し
て
高
く
深
刻
だ
。
保
護
者
の

意
識
改
革
の
取
組
み
が
必
要
で
は
。

８
割
の
保
護
者
が
ス
ポ

ハ
ラ
を
知
ら
な
い
現
状
が
あ
る
。
正
し
い
認

識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
部
結
成
等
で
全

生
徒
、
保
護
者
、
外
部
コ
ー
チ
を
含
め
て
周

知
す
る
。
ま
た
生
徒
が
声
を
上
げ
や
す
い
人

間
関
係
づ
く
り
も
学
校
に
依
頼
し
て
周
知

し
て
い
く
。

■
こ
ど
も
へ
の
性
暴
力
は
絶
対

許
さ
な
い
西
原
町
へ
！

■
児
童
虐
待
や
体
罰
・
不
適
切
指
導

を
無
く
す
た
め
に
す
べ
き
こ
と
！

■
幸
地
地
区
に
お
け
る
区
画
整

理
事
業
の
可
能
性
見
通
し

福
祉
部
長

建
設
部
長

福
祉
部
長

教
育
総
務
課
課
長

伊
い

集
じゅ

　悟
さとる

議員

比
ひ

嘉
が

 利
とし

和
かず

議員

町
長

暴力・暴言、ハラスメント
にＮＯ！という社会を目指
して／日本スポーツ協会

こ
ど
も
課
主
幹

教
育
総
務
課
長

※
ス
ポ
ハ
ラ
　
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

〇 

職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て

〇 

自
主
財
源
の
大
き
な
一
手
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
拡
大
に
つ
い
て

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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延
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い
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県
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要
望
し
て
き
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と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

徳
佐
田
地
区
の
組
合
方
式
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て
将
来
の
重
点

整
備
地
区
と
し
て
位
置
づ
け
、
持
続
可
能
な

都
市
拠
点
と
し
て
再
編
す
る
方
針
を
持
っ

て
い
る
の
か
聞
く
。今

後
は
意
向
調
査
を
行

い
、
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
概
略
設
計
、
概

算
事
業
費
の
算
出
を
行
い
、
再
度
地
権
者
説

明
会
を
開
催
す
る
予
定
。

森
川
地
区
及
び
徳
佐
田
地
区
に
お

け
る
未
整
備
の
計
画
道
路
に
つ
い

て
、
現
在
の
整
備
状
況
と
今
後
の
整
備
予
定

区
間
を
具
体
的
に
聞
く
。

森
川
翁
長
線
は
西
原
西
区

の
区
画
整
理
地
区
を
起
点
と
し
て
、
森
川
集

落
の
町
道
森
川
１
号
線
を
終
点
と
し
た
道

路
で
あ
る
が
、
当
該
道
路
は
沖
縄
振
興
公

共
投
資
交
付
金
、
ハ
ー
ド
交
付
金
を
活
用

し
、
平
成
24
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
の

事
業
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度

末
時
点
の
整
備
率
は
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で

40
％
。
今
後
は
用
地
補
償
と
並
行
し
て
、
用

地
買
収
済
み
箇
所
の
工
事
を
進
め
て
い
く
。

各
小
学
校
別
の
期
間
・
日
数
を
聞
く
。

西
原
小
が
４
月
20
日
～
７

月
17
日
ま
で
。
南
小
が
８
月
26
日
～
11
月
27

日
ま
で
。
東
小
が
12
月
２
日
～
３
月
３
日
ま

で
。
坂
田
小
が
６
月
～
12
月
ま
で
の
予
定
。

授
業
回
数
は
、
各
小
学
校
と
も
１
年
生
か
ら

４
年
生
ま
で
２
回(

約
４
校
時
分)

。
５
年
・

６
年
生
は
、
３
回
（
約
６
校
時
分
）。

各
小
学
校
の
委
託
費
を
聞
く
。

西
小
が
４
１
０
万
８
，

０
０
０
円
、南
小
が
３
０
４
万
３
，０
０
０
円
、

東
小
が
３
６
４
万
４
，０
０
０
円
、
坂
小
が

７
６
１
万
円
。

委
託
す
る
こ
と
に
よ
る
費
用
対
効
果

を
聞
く
。

４
校
の
委
託
経
費
は
、１
，

８
４
０
万
５
，
０
０
０
円
。
50
年
間
委
託
す

る
と
９
億
２
，
０
２
５
万
円
。
一
方
で
新
設

し
た
ら
14
億
５
，
０
０
０
万
円
で
、
民
間
に

委
託
す
る
の
が
経
済
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
児
童
の
泳
力
向
上
、
教
師
の

負
担
軽
減
、
熱
中
症
対
策
、
天
候
や
季
節
に

左
右
さ
れ
な
い
等
メ
リ
ッ
ト
や
効
果
も
あ
る
。

助
成
額
を
聞
く
。

令
和
８
年
10
月
か
ら

１
万
６
４
２
円
に
な
る
。

国
保
累
積
赤
字
に
つ
い
て
令
和
８
年

度
で
累
積
赤
字
を
な
く
す
方
向
な
の

か
聞
く
。

令
和
７
年
度
の
決
算

に
お
い
て
、
赤
字
が
９
，５
０
０
万
円
程
度

で
あ
れ
ば
、
令
和
８
年
度
の
累
積
赤
字
解
消

計
画
で
、
法
定
外
繰
入
額
を
充
て
て
、
令
和

９
年
度
に
繰
り
越
さ
せ
な
い
予
定
。

「
西
原
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」
に

つ
い
て
聞
く
。

策
定
に
つ
い
て
当
初
よ
り

２
か
年
度
に
わ
た
り
策
定
作
業
を
予
定
し
て

お
り
、
令
和
７
年
度
は
、
現
状
把
握
や
ニ
ー

ズ
調
査
等
を
実
施
し
た
。
令
和
８
年
度
は
、

令
和
７
年
度
の
調
査
等
の
結
果
か
ら
見
え
て

く
る
課
題
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
計
画
策
定

を
実
施
す
る
。

■
令
和
８
年
度
の
小
学
校
水
泳
指

導
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
質
す

■
徳
佐
田
地
区
区
画
整
理
事
業

支
援
の
見
通
し

■
森
川
地
区
及
び
徳
佐
田
地
区

未
整
備
道
路
の
見
通
し

■
モ
ノ
レ
ー
ル
西
原
町
へ
の
延

伸
の
見
通
し

■
国
保
累
積
赤
字
に
つ
い
て
質
す

■
地
域
公
共
交
通
計
画
を
質
す

■
高
齢
者
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

助
成
に
つ
い
て
質
す

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

総
務
部
長

福
祉
部
長

建
設
部
長

町
長

健
康
保
険
課
長

屋
や

比
び

久
く

 満
みつる

議員

○ 

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
合
宿
誘
致
に
つ
い
て

〇 

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
に
つ
い
て

〇 

ゆ
が
ふ
製
糖
老
朽
化
対
策
・
予
算
に
つ
い
て

〇 

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事
業
に
つ
い
て

〇 

国
民
健
康
保
険
の
減
額
に
つ
い
て

〇 

国
道
３
２
９
号
信
号
機
の
開
始
時
期
に
つ
い
て

（
サ
ン
エ
ー
か
ら
東
中
）

森川翁長線建設予定地
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横
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ー
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か
ら
そ
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議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
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。
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町
内
に
お
け
る
高
齢
者
の
住
宅
確

保
要
配
慮
者
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
把
握
・
評
価
し
て
い
る
の
か
。

高
齢
者
の
居
住
に
関
す

る
相
談
件
数
は
令
和
６
年
度
で
11
件
、
令
和

７
年
度
１
月
末
時
点
で
は
16
件
で
あ
り
、
一

定
数
の
方
が
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
。

市
区
町
村
に
よ
る
居
住
支
援
協
議

会
の
設
置
に
つ
い
て
本
町
の
見
解

を
聞
く
。

本
町
の
独
自
の
住
宅
支

援
協
議
会
の
設
置
で
は
な
く
、
沖
縄
県
と
の

連
携
で
対
応
し
た
い
。

居
住
支
援
に
つ
い
て
各
分
野
の
関

係
者
と
意
見
交
換
を
す
る
場
を
設

け
て
は
ど
う
か
。

議
員
提
案
の
連
絡
協
議
会

的
な
も
の
を
早
急
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

坂
田
小
学
校
前
の
交
差
点
に
て
こ

ど
も
と
車
両
の
接
触
事
故
が
起
き

た
。
当
該
箇
所
の
歩
車
別
信
号
導
入
に
つ
い

て
見
解
を
聞
く
。

関
係
す
る
自
治
会
、
坂
田
小

学
校
、
浦
添
警
察
署
、
道
路
管
理
者
と
の
協

議
の
場
を
持
っ
て
今
後
の
方
向
性
を
示
し

た
い
。

教
育
部
局
は
今
回
の
事
故
の
要
因

を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
対
策
を

講
じ
て
い
る
か
。

教
育
委
員
会
は
事
故
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
環
境
安
全
課
と
協
議
し

対
策
を
検
証
し
た
い
。

町
道
小
那
覇
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
線
と

兼
久
・
仲
伊
保
線
と
の
交
差
点
に

現
在
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
イ

ル
カ
公
園
側
か
ら
サ
ン
エ
ー
西
原
シ
テ
ィ

向
け
の
信
号
機
に
時
差
式
か
右
折
専
用
信

号
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

議
員
提
案
で
あ
る
時
差
式
等
に

つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

指
導
者
、
学
校
側
、
教
育
委
員
会

含
で
意
見
交
換
や
要
望
な
ど
を
聞

く
機
会
、
年
度
ご
と
の
振
り
返
り
な
ど
は
行

わ
れ
て
い
る
か
。

現
在
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。
地
域
展
開
に
向
け
て
意
見
交
換
な

ど
は
今
後
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
、
継

続
的
な
支
援
と
な
る
よ
う
期
待
す

る
が
。

令
和
８
年
度
は
県
と
国
の
交
付

金
等
を
使
用
し
無
償
化
の
予
定
。
９
年
度
以

降
も
国
・
県
の
支
援
の
継
続
に
期
待
す
る
。

高
校
生
年
代
ま
で
の
通
院
・
入
院
医

療
費
助
成
に
つ
い
て
、
対
象
年
齢
・

実
施
時
期
・
県
や
国
へ
の
要
請
の
必
要
性
を

問
う
。

国
に
全
国
一
律
の
制
度
と
し
て

市
町
村
へ
の
財
政
支
援
を
、
県
に
は
市
町
村

に
補
助
の
拡
充
要
請
を
行
っ
て
い
く
。

対
象
は
18
歳
に
達
し
た
日

以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
こ
ど
も
、

令
和
８
年
10
月
開
始
を
目
指
す
。

育
児
と
就
労
の
両
立
困
難
や
世
帯
収

入
が
安
定
し
に
く
い
こ
の
時
期
の
保

育
料
無
償
化
は
、
子
育
て
世
帯
の
所
得
を
押

し
上
げ
女
性
の
就
業
継
続
を
後
押
し
す
る
な

ど
多
面
的
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
支
出
で

は
な
く
人
口
減
少
へ
の
攻
め
の
政
策
・
地
域

未
来
を
守
る
投
資
で
あ
る
。
保
育
料
無
償
化

の
検
討
、
県
や
国
へ
の
政
策
提
言
や
陳
情
、

意
見
要
請
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

単
独
で
国
へ
陳
情
要
請
は
厳

し
い
。
町
村
会
等
で
無
償
化
の
議
論
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
い
。

検
討
に
あ
た
り
財
源
、
保

育
士
確
保
や
待
機
児
童
な
ど
課
題
を
整
理
す

る
必
要
が
あ
る
。

地
域
の
最
前
線
で
孤
立
を
防
ぎ
、
命

を
守
り
安
心
を
届
け
て
い
る
重
責
を

制
度
と
し
て
支
え
る
こ
と
が
行
政
の
責
任
。

国
に
対
し
制
度
の
見
直
し
年
間
支
給
額
の
増

額
を
要
求
す
べ
き
。

処
遇
改
善
の
必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
。「
町
村
会
」
の
中
で
諮
っ
て
み
る
、

ま
ず
は
一
歩
踏
み
出
し
た
い
。

県
営
住
宅
の
耐
震
性
・
設
備
の
安
全

性
を
把
握
し
て
い
る
か
。
老
朽
化
と

耐
震
欠
如
が
同
時
進
行
し
て
お
り
、
単
な
る

修
繕
で
は
限
界
で
は
な
い
か
。

町
内
は
昭
和
56
年
６
月
の

建
築
基
準
法
改
正
後
に
整
備
、
耐
震
診
断
は

実
施
し
て
い
な
い
と
の
事
。

「
沖
縄
県
公
営
住
宅
等
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用

計
画
」
に
基
づ
き
老
朽
化
し
た
県
営
団
地
の

建
て
替
え
を
順
次
進
め
て
い
る
。

■
居
住
支
援
協
議
会
の
設
立
を

■
中
学
校
の
部
活
動
、
充
実
し

た
地
域
連
携
を

■
町
道
の
渋
滞
緩
和
を

教
育
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

建
設
部
長

仲
なか

松
まつ

　勤
つとむ

議員

山
やま

城
しろ

 勝
かつ

貴
たか

議員

■
国
へ
声
を
届
け
よ
う
！

   

０
～
２
歳
ま
で
の
保
育
料
無

償
化
を
強
く
訴
え
る
!!

■  

町
民
待
望
！
小
中
学
校
の
給

食
費
無
償
化
!!

■
安
心
で
き
る
住
居
へ
、
早
急

な
建
て
替
え
を
!!

■
18
歳
ま
で
の
医
療
費
、
つ
い

に
無
償
化
実
現
!!

町
長

町
長

町
長

町
長

■「
町
村
会
」
か
ら
民
生
委
員

の
処
遇
改
善
を
訴
え
る
!!

福
祉
部
長

信号機設置するも小那覇
交差向けに渋滞が多発

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
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。
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町
内
に
お
け
る
高
齢
者
の
住
宅
確

保
要
配
慮
者
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
把
握
・
評
価
し
て
い
る
の
か
。

高
齢
者
の
居
住
に
関
す

る
相
談
件
数
は
令
和
６
年
度
で
11
件
、
令
和

７
年
度
１
月
末
時
点
で
は
16
件
で
あ
り
、
一

定
数
の
方
が
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
。

市
区
町
村
に
よ
る
居
住
支
援
協
議

会
の
設
置
に
つ
い
て
本
町
の
見
解

を
聞
く
。

本
町
の
独
自
の
住
宅
支

援
協
議
会
の
設
置
で
は
な
く
、
沖
縄
県
と
の

連
携
で
対
応
し
た
い
。

居
住
支
援
に
つ
い
て
各
分
野
の
関

係
者
と
意
見
交
換
を
す
る
場
を
設

け
て
は
ど
う
か
。

議
員
提
案
の
連
絡
協
議
会

的
な
も
の
を
早
急
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

坂
田
小
学
校
前
の
交
差
点
に
て
こ

ど
も
と
車
両
の
接
触
事
故
が
起
き

た
。
当
該
箇
所
の
歩
車
別
信
号
導
入
に
つ
い

て
見
解
を
聞
く
。

関
係
す
る
自
治
会
、
坂
田
小

学
校
、
浦
添
警
察
署
、
道
路
管
理
者
と
の
協

議
の
場
を
持
っ
て
今
後
の
方
向
性
を
示
し

た
い
。

教
育
部
局
は
今
回
の
事
故
の
要
因

を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
対
策
を

講
じ
て
い
る
か
。

教
育
委
員
会
は
事
故
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
環
境
安
全
課
と
協
議
し

対
策
を
検
証
し
た
い
。

町
道
小
那
覇
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
線
と

兼
久
・
仲
伊
保
線
と
の
交
差
点
に

現
在
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
イ

ル
カ
公
園
側
か
ら
サ
ン
エ
ー
西
原
シ
テ
ィ

向
け
の
信
号
機
に
時
差
式
か
右
折
専
用
信

号
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

議
員
提
案
で
あ
る
時
差
式
等
に

つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

指
導
者
、
学
校
側
、
教
育
委
員
会

含
で
意
見
交
換
や
要
望
な
ど
を
聞

く
機
会
、
年
度
ご
と
の
振
り
返
り
な
ど
は
行

わ
れ
て
い
る
か
。

現
在
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。
地
域
展
開
に
向
け
て
意
見
交
換
な

ど
は
今
後
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

令
和
８
年
度
よ
り
開
園
す
る
西
原
こ

ど
も
園
の
受
入
人
数
は
。

ク
ラ
ス
の
利
用
定
員
は
、

３
歳
児
が
１
ク
ラ
ス
で
15
人
、
４
歳
児
１
ク

ラ
ス
で
30
人
、
５
歳
児
２
で
60
人
、
合
計

１
０
５
人
。

ク
ラ
ス
ご
と
の
申
込
み
人
数
は
。

２
月
末
時
点
で
３
歳
児
が

13
人
、
４
歳
児
が
21
人
、
５
歳
児
が
53
人
。

３
歳
児
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り

待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
と
し
て
い

る
。
８
年
度
の
待
機
児
童
予
測
は
。

待
機
児
童
は
大
き
く
解
消

す
る
見
込
み
。
確
定
数
は
県
が
取
り
ま
と
め

た
上
で
の
公
表
と
な
る
。

帯
状
疱
疹
接
種
事
業
は
、
年
度
年
齢

65
歳
か
ら
５
歳
刻
み
の
年
齢
を
対
象

に
令
和
７
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
。
接
種

件
数
と
接
種
率
に
つ
い
て
聞
く
。

対
象
者
１
，８
１
７
人
に

対
し
接
種
者
は
４
１
３
人
で
、
接
種
率
は

22
・
７
％
。

実
施
状
況
を
み
て
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
か
。

接
種
率
が
当
初
見
込
み
の

20
％
か
ら
２
．７
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る

こ
と
。
帯
状
疱
疹
は
70
歳
代
で
の
発
症
が
最

も
多
い
た
め
、
本
町
の
65
歳
か
ら
70
歳
の
年

齢
層
で
接
種
率
が
約
25
％
あ
る
こ
と
は
、
発

症
予
防
や
重
症
化
予
防
に
寄
与
す
る
と
評
価

し
て
い
る
。

生
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の

補
助
額
は
。

生
ワ
ク
チ
ン
単
価

は
、
８
，
５
９
１
円
で
、
そ
の
う
ち
自
己
負

担
が
４
，
０
０
０
円
、
補
助
額
は
４
，５
９
１

円
で
す
。
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
２
万
１
，

７
９
１
円
で
そ
の
う
ち
自
己
負
担
が

１
万
１
，０
０
０
円
、
補
助
額
１
万
７
９
１

円
と
な
る
が
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
人
は

２
回
接
種
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
約

２
万
２
，０
０
０
円
の
補
助
額
と
な
る
。

本
町
の
中
学
生
向
け
に
薬
物
依
存
の

恐
ろ
し
さ
訴
え
る
取
組
み
を
実
施
し

て
い
る
か
聞
く
。

薬
物
乱
用
防
止
教
育
に
つ

い
て
は
、
中
学
校
の
全
学
年
に
お
い
て
警
察

等
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て

い
る
。

■
公
立
こ
ど
も
園
西
原
こ
ど
も

園
の
運
営

■
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
接

種
事
業

■
こ
ど
も
達
に
安
心
安
全
な
通

学
を

■
青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進

町
長

町
長

教
育
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

○ 

下
水
道
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て

福
祉
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

福
祉
部
長

大
おお

城
しろ

 誠
せい

一
いち

議員

教
育
総
務
課
主
幹

○ 

災
害
対
策
に
つ
い
て

〇 

西
原
運
動
公
園
の
遊
具
に
つ
い
て

こ
ど
も
課
長

健
康
保
険
課
長

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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そ
れ
ぞ
れ
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

る
が
、
お
金
の
援
助
だ
け
で
は
な
く
、

活
性
化
の
課
題
は
な
に
か
。

青
年
連
合
会
は
一
時

休
止
に
至
っ
て
い
た
中
、
再
開
を
し
て
い
る
。

活
動
を
通
じ
て
相
談
・
支
援
し
課
題
解
決
に
努

め
た
い
。

自
治
会
に
お
い
て
一
番
の

課
題
は
、
加
入
率
の
減
少
で
あ
る
。

自
治
会
活
動
が
希
薄
に
な
る
と
犯
罪

や
子
供
達
の
非
行
、
孤
立
し
た
方
々

を
見
守
れ
な
い
が
。地

域
の
関
わ
り
が
希
薄
化

し
て
い
る
現
状
。
加
入
率
を
上
げ
る
為
横
断
幕

で
ひ
と
つ
の
誘
導
元
と
し
た
い
。

横
断
幕
で
加
入
す
る
気
に
は
な
ら
な

い
。
職
員
が
も
っ
と
地
域
に
入
っ
て

い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

一
朝
一
夕
に
で
き
る
事
で
は
な

く
、
地
道
に
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
。

施
設
予
算
は
約
15
億
円
。
費
用
対
効

果
を
考
え
る
と
平
日
の
稼
働
を
し
っ

か
り
や
る
べ
き
で
は
。

平
日
は
町
の
検
診
な

ど
あ
る
が
、こ
れ
ら
も
踏
ま
え
、う
ま
く
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
し
運
営
し
て
い
き
た
い
。

積
極
的
に
や
っ
て
い
か
な
い
と
収
入

に
繋
が
ら
な
い
。指

摘
の
と
お
り
、
収

入
面
か
ら
強
化
は
重
要
。
で
き
る
取
組
み
を
探

り
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

別
府
市
で
は
、
役
所
に
行
か
な
く
て

も
ほ
と
ん
ど
の
手
続
き
が
完
了
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
産
学
官
連

携
の
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
デ
ジ
タ
ル
総
合
窓

口
を
構
築
し
、
そ
の
取
組
み
で
、
子
育
て
に
関

す
る
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い
る
。
試
し
て
み

た
が
、
瞬
時
に
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
本

町
の
目
指
す
Ｄ
Ｘ
と
は
何
か
。

我
々
も
そ
こ
を
目
指
し
て
い
る
。

職
員
定
数
を
増
や
す
提
案
も
そ
の
た
め
で
あ

る
。

別
府
市
で
は
、
※
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
関
し
て

は
専
門
職
で
も
な
い
２
名
で
こ
な
し

て
い
る
。

「
ゆ
が
ふ
製
糖
の
老
朽
化
に
伴
う
建

て
替
え
に
県
や
各
市
町
村
関
係
団
体

と
連
携
し
て
取
組
む
」
と
あ
る
が
、
具
体
的

な
総
事
業
費
及
び
県
と
市
町
村
の
負
担
額
を

聞
く
。

県
の
説
明
に
よ
る
と
、

ゆ
が
ふ
製
糖
施
設
整
備
の
総
事
業
費
は

１
９
６
億
２
，
０
０
０
万
円
と
算
出
さ
れ

て
お
り
、
県
の
負
担
は
46
億
７
，０
０
０
万

円
、
市
町
村
の
負
担
が
12
億
１
，０
０
０
万

で
、
そ
の
う
ち
西
原
町
の
負
担
額
は
３
，

０
５
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

「
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
ぐ
為
、
関

係
機
関
と
連
携
し
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
す
る
。」
と
あ
る
が
、
現
状
ど
う
い

う
場
所
に
多
く
投
棄
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
取

扱
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
こ
れ
ま
で
と

比
較
し
て
改
善
さ
れ
て
い
る
か
。
説
明
を
求

め
る
。

本
町
に
お
け
る
不
法
投
棄

の
現
状
と
し
て
は
、
人
目
に
つ
き
に
く
い
山

林
や
農
用
地
に
廃
家
電
等
の
不
法
投
棄
が
見

受
け
ら
れ
る
。
町
道
、
里
道
の
不
法
投
棄
に

つ
い
て
は
警
察
へ
通
報
、
処
分
を
行
っ
て
お

り
、
不
法
投
棄
の
対
策
と
し
て
は
、
不
法
投

棄
の
多
い
区
域
を
中
心
に
注
意
喚
起
の
看
板

を
設
置
し
、
平
日
は
環
境
安
全
課
職
員
に
よ

る
巡
回
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
不
法
投
棄

の
改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

「
家
庭
、
地
域
と
連
携
・
協
働
し
た

教
育
活
動
の
推
進
」
と
あ
る
が
、
実

行
に
当
た
り
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
か
。
地

域
住
民
全
員
か
。

本
町
に
お
い
て
は
幅
広
い

地
域
住
民
が
学
校
と
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連

携
・
協
働
し
、
地
域
全
体
で
こ
ど
も
達
の
学

び
成
長
を
支
え
る
活
動
と
し
て
地
域
学
校
協

働
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
は
学

校
の
調
理
実
習
の
補
助
や
校
内
の
草
木
の
剪

定
等
、
環
境
整
備
と
し
て
の
地
域
の
協
力
が

あ
る
。

■
自
治
会
・
青
年
連
合
会
の
支

援
や
課
題

■
町
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

■
教
育
行
政
に
つ
い
て

教
育
部
長

総
務
部
長

宇地泊川高架橋下の
不法投棄

てだこ駅そば高速道路側道
の不法投棄車両

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

真
ま

栄
え

城
しろ

 哲
てつ

議員

前
まえ

里
さと

 光
こう

信
しん

議員

意見

建
設
部
長

〇 

墓
地
行
政

〇 

乳
児
等
通
園
支
援
事
業

〇 

う
ん
た
ま
市
場
の
経
営
状
況

副
町
長

※
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
は

人
が
パ
ソ
コ
ン
上
で
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
作
業
を
、

人
が
実
行
す
る
の
と
同
じ
か
た
ち
で
自
動
化
す
る
こ
と
。

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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そ
れ
ぞ
れ
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

る
が
、
お
金
の
援
助
だ
け
で
は
な
く
、

活
性
化
の
課
題
は
な
に
か
。

青
年
連
合
会
は
一
時

休
止
に
至
っ
て
い
た
中
、
再
開
を
し
て
い
る
。

活
動
を
通
じ
て
相
談
・
支
援
し
課
題
解
決
に
努

め
た
い
。

自
治
会
に
お
い
て
一
番
の

課
題
は
、
加
入
率
の
減
少
で
あ
る
。

自
治
会
活
動
が
希
薄
に
な
る
と
犯
罪

や
子
供
達
の
非
行
、
孤
立
し
た
方
々

を
見
守
れ
な
い
が
。地

域
の
関
わ
り
が
希
薄
化

し
て
い
る
現
状
。
加
入
率
を
上
げ
る
為
横
断
幕

で
ひ
と
つ
の
誘
導
元
と
し
た
い
。

横
断
幕
で
加
入
す
る
気
に
は
な
ら
な

い
。
職
員
が
も
っ
と
地
域
に
入
っ
て

い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

一
朝
一
夕
に
で
き
る
事
で
は
な

く
、
地
道
に
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
。

施
設
予
算
は
約
15
億
円
。
費
用
対
効

果
を
考
え
る
と
平
日
の
稼
働
を
し
っ

か
り
や
る
べ
き
で
は
。

平
日
は
町
の
検
診
な

ど
あ
る
が
、こ
れ
ら
も
踏
ま
え
、う
ま
く
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
し
運
営
し
て
い
き
た
い
。

積
極
的
に
や
っ
て
い
か
な
い
と
収
入

に
繋
が
ら
な
い
。指

摘
の
と
お
り
、
収

入
面
か
ら
強
化
は
重
要
。
で
き
る
取
組
み
を
探

り
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

別
府
市
で
は
、
役
所
に
行
か
な
く
て

も
ほ
と
ん
ど
の
手
続
き
が
完
了
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
産
学
官
連

携
の
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
デ
ジ
タ
ル
総
合
窓

口
を
構
築
し
、
そ
の
取
組
み
で
、
子
育
て
に
関

す
る
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い
る
。
試
し
て
み

た
が
、
瞬
時
に
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
本

町
の
目
指
す
Ｄ
Ｘ
と
は
何
か
。

我
々
も
そ
こ
を
目
指
し
て
い
る
。

職
員
定
数
を
増
や
す
提
案
も
そ
の
た
め
で
あ

る
。

別
府
市
で
は
、
※
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
関
し
て

は
専
門
職
で
も
な
い
２
名
で
こ
な
し

て
い
る
。

水
泳
指
導
を
民
間
委
託
前
と
後
の
財

政
比
較
は
。仮

に
50
年
間
と
し
た
場

合
、
４
校
の
プ
ー
ル
維
持
管
理
費
・
建
設
費

の
合
計
14
億
５
，
０
０
０
万
円
に
対
し
、
委
託

は
約
９
億
２
，０
２
５
万
円
と
な
り
経
済
効
果

が
あ
る
。
ま
た
、
児
童
の
泳
力
向
上
や
教
員

の
精
神
的
重
圧
・
負
担
軽
減
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
。事

業
者
の
運
営
状
況
に
よ
っ
て
委
託

が
厳
し
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
の
考

え
は
。

継
続
性
を
あ
る
程
度

担
保
す
る
た
め
、
令
和
８
年
度
は
三
か
年
継

続
契
約
を
設
定
し
、
事
業
者
と
連
携
を
図
り

た
い
。

長
期
的
に
は
町
民
プ
ー
ル
な
ど
の
考

え
も
あ
る
の
か
。

民
間
委
託
が
厳
し
く
な
っ
た
場

合
に
備
え
、
焼
却
施
設
の
辺
り
に
民
間
の
温

水
プ
ー
ル
が
で
き
な
い
か
模
索
・
誘
導
し
て

い
き
た
い
。特

別
支
援
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
人

数
と
配
置
は
。

各
学
校
に一名
配
置
予
定
。

新
た
に
特
別
支
援
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
各
学
校
へ
配
置
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て
い
る

か
。

本
町
の
特
別
支
援
学
級
在
籍
率

は
26
・
６
％
と
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
。
教
員
の
知
識
不
足
か
ら
安
易
に
特
別

支
援
学
級
に
措
置
さ
れ
て
い
る
現
実
が
あ
る

た
め
、専
門
的
な
知
識
を
持
つ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
ど
も
の
進
路

選
択
の
幅
を
広
げ
た
い
。

現
在
の
学
童
の
待
機
児
童
は
。

具
体
的
な
数
字
は
出
て
い
な

い
が
、昨
年
に
比
べ
て
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
。

今
後
西
原
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

令
和
８
年
度
に
つ
い
て
は

放
課
後
居
場
所
緊
急
対
策
事
業
を
実
施
予

定
。

事
業
の
遅
れ
に
よ
る
時
間
的
損
失
が

生
じ
て
い
る
。
県
へ
ど
う
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
の
か
。与

那
原
町
と
と
も
に
一
刻
も
早

い
再
公
告
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
時
に
、一社

入
札
を
や
め
、
何
業
者
も
そ
ろ
え
、
ど
こ
か

が
ま
ず
は
入
札
、
落
札
で
き
る
よ
う
話
し
て

い
る
。

■
水
泳
指
導
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

■
特
別
支
援
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
つ
い
て

■
大
型
M
I
C
E
施
設
計
画
に

つ
い
て

■
自
治
体
Ｄ
Ｘ
本
町
の
目
指
す

と
こ
ろ
は

■
学
童
の
待
機
児
童
に
つ
い
て

教
育
部
長

■
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
も
っ

と
活
用
‼

町
長

町
長

町
長

教
育
長

総
務
課
長

総
務
課
長

西原町が目指す自治体
DXとは

教
育
総
務
課
長

儀
ぎ

間
ま

 駿
しゅん

太
た

郎
ろう

議員

○ 

地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

○ 

財
政
運
営
に
つ
い
て

教
育
部
長

福
祉
部
長

こ
ど
も
課
長

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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平
和
事
業
の
推
進
と
し
て
、
核
兵

器
廃
絶
や
安
全
保
障
を
国
際
的
に

議
論
す
る
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
世
界
大

会
は
去
年
広
島
県
で
開
催
、
長
崎
県
で
も

２
０
１
５
年
、
戦
後
70
年
に
被
爆
地
で
開

催
さ
れ
た
。
世
界
で
は
東
欧
で
も
戦
争
が

行
わ
れ
、
平
和
が
揺
り
動
か
さ
れ
、
広
島

県
で
開
催
さ
れ
た
核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す

科
学
者
ら
の
国
際
組
織
「
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ

会
議
」
第
63
回
世
界
大
会
で
は
、
全
て
の

核
保
有
国
に
対
話
を
拡
大
す
る
よ
う
求
め

た
広
島
宣
言
が
発
表
さ
れ
閉
幕
。
広
島
県
、

長
崎
県
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
80
年
の
世
界

は
、
核
兵
器
使
用
を
抑
制
し
て
き
た
規
範

の
崩
壊
に
直
面
し
て
い
る
と
し
て
、
米
国

や
ロ
シ
ア
の
さ
ら
な
る
関
与
が
不
可
欠
だ

と
し
た
宣
言
だ
っ
た
。
町
長
の
見
解
を
。

２
月
20
日
の
県
議
会
代
表
質
問

で
、
核
兵
器
廃
絶
や
安
全
保
障
を
議
論
す
る

パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
世
界
大
会
の
沖
縄
誘

致
に
つ
い
て
、
玉
城
知
事
が
前
向
き
に
検
討

す
る
と
開
催
へ
の
意
欲
を
示
し
た
こ
と
は
承

知
を
し
て
い
る
。
非
核
反
戦
平
和
都
市
宣
言

を
行
っ
て
い
る
本
町
の
平
和
理
念
と
も
方
向

性
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
玉
城
知
事

が
前
向
き
に
世
界
大
会
の
誘
致
に
向
け
て
検

討
す
る
こ
と
は
大
歓
迎
で
あ
る
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
全
て

の
こ
ど
も
が
多
様
な
働
き
方
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
関
わ
ら
ず
、
安
心
し
て
保
育

を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
。
就
学
前
の
こ
ど
も
た
ち
が
等
し
く
質

の
高
い
保
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
次
年
度
以

降
は
認
可
保
育
園
へ
も
広
げ
て
い
く
の
か
。

令
和
８
年
度
に
お
い
て
は
町

立
坂
田
保
育
所
の
み
に
実
施
予
定
、
各
認
可

保
育
園
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
の
状
況
を
含

め
実
施
状
況
の
共
有
を
行
い
、
拡
大
を
し
て

い
く
か
ど
う
か
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
。

国
の
予
算
は
、
軍
事
費
に
で
は
な

く
、
物
価
高
対
策
や
社
会
保
障
に
税

金
を
使
う
よ
う
丁
寧
な
審
議
が
必
要
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
消
費
税
減
税
は
多
く
の
政
党

が
公
約
に
掲
げ
て
い
る
。
公
約
実
現
に
向
け

て
議
論
す
る
よ
う
国
民
は
監
視
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
沖
縄
を
二
度
と
戦
場
に
さ

せ
な
い
た
め
に
平
和
憲
法
を
守
り
、
暮
ら
し

や
福
祉
向
上
の
た
め
に
、
町
政
も
議
会
も
力

を
合
わ
せ
る
時
だ
と
思
う
が
、
町
長
の
見
解

を
聞
く
。

物
価
高
対
策
を
は
じ
め
福
祉
や

教
育
の
充
実
に
多
く
の
予
算
措
置
が
さ
れ
、

一
日
も
早
く
新
年
度
予
算
が
成
立
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
。
ま
た
非
核
反
戦
平
和
都
市
宣

言
や
平
和
憲
法
記
念
碑
の
建
立
に
込
め
ら
れ

た
思
い
を
、
全
て
の
人
に
対
し
平
和
事
業
を

通
し
て
発
信
し
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
を
高
校
生
年
代

ま
で
拡
大
す
る
取
組
み
を
進
め
る
と

の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
予
定
な

の
か
。

新
た
に
対
象
と
な
る
生
徒

の
受
給
登
録
を
行
い
、
関
係
医
療
機
関
な
ど

へ
の
周
知
と
、
シ
ス
テ
ム
改
修
等
を
経
て
、

令
和
８
年
10
月
か
ら
の
開
始
を
目
指
す
予
定

で
あ
る
。町

と
し
て
こ
ど
も
の
権
利
条
例
の

制
定
を
検
討
で
き
な
い
か
。

町
独
自
の
制
定
は
予
定
し

て
い
な
い
が
、県
が
策
定
作
業
中
の
（
仮
称
）

沖
縄
県
こ
ど
も
の
権
利
条
例
の
内
容
や
施
行

後
の
状
況
を
注
視
し
た
い
。

全
国
で
は
93
自
治
体
で
こ
ど
も
の
権

利
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
条
例

制
定
に
あ
た
っ
て
、
こ
ど
も
の
権
利
条
例
の

周
知
を
こ
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
保
護

者
、
教
師
、
地
域
住
民
へ
の
周
知
。
こ
ど
も

や
若
者
も
一
緒
に
な
っ
て
生
き
生
き
と
で
き

る
よ
う
な
町
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
も
ら
い

た
い
が
、
ど
う
か
。こ

ど
も
が
主
役
で
あ
る
の

は
も
ち
ろ
ん
当
然
で
あ
る
。
こ
の
条
例
は
、

そ
れ
を
理
念
的
に
保
障
し
て
い
く
も
の
だ
と

思
う
が
、
で
き
る
施
策
等
も
付
随
し
て
く
る

は
ず
な
の
で
、
先
進
事
例
の
施
行
状
況
を
見

て
、
検
討
し
た
い
。

福
祉
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

■
平
和
憲
法
を
守
り
、
暮
ら
し

や
福
祉
の
向
上
を
！

■
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
開
始
予
定
！

■
「
こ
ど
も
の
権
利
条
例
」
の

制
定
を
！

■
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
世
界

大
会
の
沖
縄
誘
致
の
向
け
て

■
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の

実
施
に
つ
い
て

○ 

私
立
小
中
学
校
へ
の
学
校
給
食
無
償
化
の
対
応
に

つ
い
て

○ 

出
産
支
援
・
子
育
て
支
援
推
進
の
具
体
的
取
組
み

に
つ
い
て

〇
「
沖
縄
県
こ
ど
も
・
若
者
計
画
」
に
対
す
る
町
の

見
解
と
取
組
み
に
つ
い
て

〇 

住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

町
長

伊
い

計
けい

 裕
ひろ

子
こ

議員

長
なが

浜
はま

 ひろみ 議員

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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平
和
事
業
の
推
進
と
し
て
、
核
兵

器
廃
絶
や
安
全
保
障
を
国
際
的
に

議
論
す
る
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
世
界
大

会
は
去
年
広
島
県
で
開
催
、
長
崎
県
で
も

２
０
１
５
年
、
戦
後
70
年
に
被
爆
地
で
開

催
さ
れ
た
。
世
界
で
は
東
欧
で
も
戦
争
が

行
わ
れ
、
平
和
が
揺
り
動
か
さ
れ
、
広
島

県
で
開
催
さ
れ
た
核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す

科
学
者
ら
の
国
際
組
織
「
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ

会
議
」
第
63
回
世
界
大
会
で
は
、
全
て
の

核
保
有
国
に
対
話
を
拡
大
す
る
よ
う
求
め

た
広
島
宣
言
が
発
表
さ
れ
閉
幕
。
広
島
県
、

長
崎
県
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
80
年
の
世
界

は
、
核
兵
器
使
用
を
抑
制
し
て
き
た
規
範

の
崩
壊
に
直
面
し
て
い
る
と
し
て
、
米
国

や
ロ
シ
ア
の
さ
ら
な
る
関
与
が
不
可
欠
だ

と
し
た
宣
言
だ
っ
た
。
町
長
の
見
解
を
。

２
月
20
日
の
県
議
会
代
表
質
問

で
、
核
兵
器
廃
絶
や
安
全
保
障
を
議
論
す
る

パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
世
界
大
会
の
沖
縄
誘

致
に
つ
い
て
、
玉
城
知
事
が
前
向
き
に
検
討

す
る
と
開
催
へ
の
意
欲
を
示
し
た
こ
と
は
承

知
を
し
て
い
る
。
非
核
反
戦
平
和
都
市
宣
言

を
行
っ
て
い
る
本
町
の
平
和
理
念
と
も
方
向

性
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
玉
城
知
事

が
前
向
き
に
世
界
大
会
の
誘
致
に
向
け
て
検

討
す
る
こ
と
は
大
歓
迎
で
あ
る
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
全
て

の
こ
ど
も
が
多
様
な
働
き
方
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
関
わ
ら
ず
、
安
心
し
て
保
育

を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
。
就
学
前
の
こ
ど
も
た
ち
が
等
し
く
質

の
高
い
保
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
次
年
度
以

降
は
認
可
保
育
園
へ
も
広
げ
て
い
く
の
か
。

令
和
８
年
度
に
お
い
て
は
町

立
坂
田
保
育
所
の
み
に
実
施
予
定
、
各
認
可

保
育
園
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
の
状
況
を
含

め
実
施
状
況
の
共
有
を
行
い
、
拡
大
を
し
て

い
く
か
ど
う
か
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
。

次
年
度
に
向
け
た
町
長
の
最
重
要
施

策
、
目
標
は
何
か
。

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
財
政

健
全
化
を
図
り
、
地
域
消
費
喚
起
型
商
品
券

の
発
行
、
町
立
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
、

各
事
業
に
お
け
る
助
成
額
の
引
上
げ
、
拡
充

等
に
よ
り
、
町
民
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
く
。

町
立
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
の

内
容
に
つ
い
て
、
国
・
県
の
交
付
額

と
町
負
担
額
は
ど
う
な
る
の
か
。

国
の
小
学
校
へ
の
交
付
金

が
、
一
人
当
た
り
月
５
，２
０
０
円
で
合
計

１
億
１
，９
２
０
万
４
，８
０
０
円
、
県

の
中
学
校
へ
の
補
助
金
は
給
食
費
同
様

の
月
額
の
半
額
３
，５
５
０
円
で
合
計

３
，７
４
４
万
８
，９
５
０
円
、町
は
残
り
の

小
中
合
わ
せ
て
５
，８
０
８
万
５
５
０
円
。

指
定
通
学
区
域
見
直
し
の
令
和
９
年

度
実
施
は
、
確
実
に
進
む
の
か
。

令
和
８
年
２
月
25
日
に
審
議

会
会
長
か
ら
教
育
長
に
見
直
し
案
の
答
申
が

さ
れ
、「
町
立
小
・
中
学
校
の
指
定
通
学
区

域
に
関
す
る
規
則
」
の
改
正
を
行
い
、
令
和

９
年
度
か
ら
実
施
予
定
。

水
道
料
金
の
改
定
の
内
容
と
時
期
は

何
時
か
。現

在
、
検
討
中
で
、
県
企
業

局
の
料
金
値
上
げ
で
受
水
費
用
が
増
加
し
て

お
り
、
令
和
８
年
度
中
を
目
標
に
料
金
改
定

を
行
い
た
い
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
累
積
赤

字
解
消
は
、
次
年
度
確
実
に
可
能
な

の
か
。

令
和
７
年
度
の
累
積
赤
字
額

は
、
約
９
，５
０
０
万
円
を
見
込
み
、
解
消

計
画
で
は
令
和
８
年
度
の
法
定
外
繰
入
額

は
、
約
１
億
７
，９
０
０
万
円
と
計
画
し
て

お
り
繰
越
赤
字
は
生
じ
な
い
と
考
え
る
。

新
た
な
公
共
交
通
モ
ー
ド
導
入
の
実

証
事
業
と
は
何
か
。

既
存
の
路
線
バ
ス
を
基
本
と

し
、
公
共
交
通
が
利
用
し
に
く
い
地
域
へ
の

対
応
、
自
家

用
車
を
利
用

で
き
な
い
町

民
の
日
常
生

活
に
必
要
な

移
動
手
段
の

確
保
を
目
指

し
た
取
組
み

を
予
定
。

■
町
政
運
営
全
般
に
つ
い
て

総
務
部
長

福
祉
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

建
設
部
長

○ 

下
水
道
事
業
の
整
備
計
画
と
使
用
料
改
定
の
内
容

と
時
期
は
。

○ 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
の
支
援
事
業
対
象
へ

の
予
算
配
分
は
。

○ 

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
務
委
託
選
定
作

業
の
進
捗
状
況
は
。

〇 

昨
年
11
月
14
日
発
生
の
中
城
村
伊
集
地
内
で
の
土

砂
崩
落
事
故
は
、
西
原
町
内
に
も
被
害
と
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
が
、県
と
の
復
旧
対
策
の
対
応
は
。

町
長

町
長

新たな公共交通モード導入とは

○ 

こ
ど
も
福
祉
の
構
築
に
つ
い
て

○ 

国
保
高
額
医
療
費
手
続
き
の
流
れ
に
つ
い
て

○ 

琉
球
大
学
病
院
跡
地
利
用
に
つ
い
て

○ 

第
８
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
に
向
け
て

喜
き

納
な

 昌
まさ

盛
もり

議員

町内でこども誰でも通園制度を利用で
きる施設（坂田保育所）

※町外施設については、利用希望自治体の
　ホームページ等を参照ください

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
こ
ど

も
園
や
保
育
所
の
乳
児
か
ら
児
童

ま
で
拡
充
す
る
考
え
は
な
い
か
見
解
を
問

う
。

財
源
確
保
等
の
課
題
が

あ
り
、
国
・
県
の
補
助
が
な
い
時
点
で
は
、

単
独
で
の
実
施
は
厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。

役
場
窓
口
の
受
付
時
間
の
短
縮
は
、

住
民
が
納
得
い
く
と
は
思
え
な
い
。

そ
の
真
意
を
聞
く
。全

国
的
に
も
窓
口
受
付

時
間
の
短
縮
は
進
ん
で
お
り
、
県
内
で
も

浦
添
市
と
与
那
原
町
が
今
年
１
月
か
ら
既

に
実
施
し
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
自

治
体
Ｄ
Ｘ
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

窓
口
受
付
時
間
の
短
縮
を
進
め
た
い
。

公
共
事
業
の
地
元
優
先
発
注
と
雇

用
創
出
に
つ
い
て
の
取
組
み
を
問

う
。

公
共
事
業
の
優
先
発
注

に
向
け
た
取
組
み
を
町
商
工
会
と
連
携
し

な
が
ら
、
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
て
、
仕
事
を
求
め
る
求
職
者
へ
の
就

職
支
援
、
人
材
を
求
め
る
企
業
の
相
談
や

マ
ッ
チ
ン
グ
、
求
職
者
に
対
す
る
講
座
や

セ
ミ
ナ
ー
等
の
各
種
就
職
支
援
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
、
一
人
で
も
多
く
の
町
民

が
町
内
企
業
で
就
職
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
る
。

水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て
。
今

現
在
、
西
原
町
が
県
か
ら
水
を
購

入
す
る
際
、
一
般
用
と
い
う
よ
う
な
分
け

方
が
あ
る
の
か
、
ま
た
１
㎥
あ
た
り
県
か

ら
幾
ら
で
購
入
し
て
、
一
般
家
庭
に
幾
ら

で
出
し
て
い
る
の
か
。企

業
局
か
ら
浄
水

を
購
入
す
る
際
は
、
用
途
別
で
の
購
入
は

し
て
い
な
い
。
一
つ
の
浄
水
購
入
費
と
い

う
格
好
で
、
単
価
で
購
入
し
て
い
る
。
今
、

大
慌
て
で
資
料
を
探
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
が
１
㎥
当
た
り
の
単
価
、
そ
の
辺
が
今

見
当
た
ら
な
い
の
で
、
今
後
返
答
で
き
る

よ
う
準
備
し
て
お
き
た
い
。

福
祉
部
長

建
設
部
長

総
務
部
長

■
施
政
方
針
に
つ
い
て
聞
く

上
下
水
道
課
長

児童の給食無償化は？

新
あら

田
た

 宗
そう

信
しん

議員

西原町議会のホームページで
は、議会の仕組みや議員紹介等を
はじめ、各議員の一般質問を動画
で見ることもできます。
また、定例会や臨時会の日程や
内容、結果など、さまざまな議会の
情報がいっぱい！ぜひご覧ください！

西原町
議会事務局の
ホームページへ
ようこそ

議員紹介

動画配信

https://www.town.nishihara.okinawa.
jp/life/5/19/

○ 

町
職
員
の
自
治
会
加
入
率
に
つ
い
て
。

○ 

い
い
あ
ん
べ
ー
事
業
費
に
つ
い
て
。

○ 

ゆ
が
ふ
製
糖
の
負
担
金
に
つ
い
て
。

○ 

農
業
振
興
に
つ
い
て
。

○ 

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
。

○ 

消
防
、
防
災
体
制
等
の
確
立
に
つ
い
て
。

○ 

モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
及
び
駅
等
の
再
開
発
に
つ
い

て
。

○ 

里
道
、道
路
網
及
び
排
水
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
。

○ 

農
業
委
員
会
会
長
の
議
会
へ
の
出
席
等
に
つ
い

て
。

○ 

地
域
商
品
券
に
つ
い
て
。

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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令和7年度　西原町の

令和7年度　西原町の

歳入歳出それぞれ4億9,844万8,000円減額し、令和7年度の歳入歳出予算の総額は
となっています。172億4,219万2,000円

特別会計補正予算

一般会計補正予算

主
な
歳
入
主
な
歳
出

〇地方交付税 ＋2億584万5,000円 〇地方消費税交付金 ＋4,709万7,000円
〇繰入金 ＋1億3,340万1,000円 〇町税 ＋1,908万4,000円
〇寄附金 ＋2億5,353万8,000円 〇諸収入 ＋2,257万3,000円
〇国庫支出金 △4,559万4,000円 〇県支出金 △1億4,175万8,000円

〇総務費 ＋6億1,758万円 〇民生費 ＋2億4,645万1,000円
〇衛生費　 △4,711万5,000円 〇土木費 △1億8,744万8,000円
〇教育費　 △1億3,299万

国民健康保険特別会計国民健康保険特別会計
歳入歳出それぞれ2億6,395万6,000円を減額し、 42億3,435万5,000円とする。
後期高齢者医療特別会計後期高齢者医療特別会計
歳入歳出それぞれ2,011万1,000円を追加し、 5億115万1,000円とする。
土地区画整理事業特別会計土地区画整理事業特別会計
歳入歳出それぞれ24万8,000円を減額し、 4億1,385万1,000円とする。
公共下水道事業公共下水道事業
収益的収入は2,814万7,000円を減額し、 4億3,772万2,000円とする。
収益的支出は3,088万1,000円を減額し、 4億739万9,000円とする。
資本的収入は207万6,000円を増額し、 8億3,971万1,000円とする。
資本的支出は106万8,000円を増額し、 9億7,295万3,000円とする。

補
正
予
算
・
議
会
活
動

議会活動
町村議会議員・事務職員研修会

　令和８年２月26日（木）に沖縄県町村議会議長会
（新垣正春会長）主催による町村議会議員・事務局職員
研修会が南風原町中央公民館黄金ホールで開かれ、西
原町議会からは大城純孝議長以下17名の議員が参加
しました。
　研修のテーマは沖縄県企画部市町村課課長の石井
康貴氏による「市町村行財税制等の状況」と、NPOお
きなわ学びのネットワーク理事の木村達哉氏による
「沖縄の子こそ東大を目指すべき理由」の二本の研修
会がありました。

研修会の様子

◀沖縄県企画部市町村課課長
　石井 康貴氏

NPOおきなわ学びの
ネットワーク理事
木村 達哉氏

◀
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新
年
度
予
算
・
陳
情
、
請
願

みなさんからの陳情・請願はこうなりました
３月定例会で審査した陳情・請願の結果を報告します。

件　　　　名 提出者 採択方法及び附託委員会 結　果

陳情第 973 号 ｍＲＮＡワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止を
求める陳情書 伊是名　智美 配付

請願第 5 号 大雨等水害対策に関する請願書
糸数政廣
糸数勝美

紹介議員　新田宗信

建設産業
常任委員会 不採択

交通空白解消緊急対策事業補助金
水害リスク情報整備推進事業補助金
交通空白解消実証実験事業
西原こども園運営事業(こども園職員給与等を含む)
保険事業（骨粗しょう症検診への補助）
西原町地域商品券配布事業
西原南小学校排水設備整備事業

妊婦のための支援給付事業費補助金
公立小学校給食費負担軽減交付金
高齢者買い物送迎支援事業
予防事業（若年がん患者在宅療養生活支援事業）
こども医療費助成事業(対象年齢を18歳まで拡充)
町立小学校改修事業(西原東小学校)

一般会計
令和8年度会計予算比較表 令和7年度 増減額

国民健康保険
後期高齢者医療
土地区画整理事業

167億5,500万円
40億7,385万円
5億3,152万円
7億1,711万円

154億1,000万円
42億1,840万円
4億7,368万円
4億2,529万円

13億4,500万円
▲1億4,455万円

5,784万円
2億9,182万円

特
別
会
計

167億
5,500万円

町税
27%

諸収入
1%

繰入金
6%

町債
2%

各種交付金
1% 自主財源

36%

依存財源
 64%

国庫支出金
23%

県支出金
17%

地方交付税
14%

地方譲与税
1%

地方消費税交付金
6%

使用料及び手数料
１%

分担金及び負担金
１%

歳入

扶助費
人件費
公債費
普通建設事業等
補助費等
物件費
繰出金
積立金
その他
合計

5,207,098
2,450,976
849,188
1,586,753
2,208,254
2,783,422
1,399,328
34,227
235,754

16,755,000

自主財源
町税
諸収入
繰入金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
その他（寄付金・繰越金）
依存財源
国庫支出金
県支出金
地方交付税
地方消費税交付金
町債
地方譲与税
各種交付金
総合計

6,034,175

10,720,825

16,755,000

4,492,024
243,386
1,026,322
113,383
150,363
8,692

5

3,910,124
2,861,329
2,268,971
1,002,678
393,200
71,902
212,621

合　計 内　訳
単位：千円単位：千円

167億
5,500万円

歳出

義務的経費

投資的経費

その他経費

扶助費
31%

人件費
15%

公債費
5%

普通建設事業等
10%

補助費等
13%

物件費
17%

繰出金
8%

その他
1%

 一般会計予算

令和８年度一般会計、特別会計当初予算比較

一般会計予算（歳入・歳出）の内訳

令和8年度の主な新規事業

 特別会計予算（３会計）

167億5,500万円
　53億2,248万円

　令和8年度一般会計当初予算案は、前年度当初予算比8.7%(13億4,500万円)の増額となり、令和7年度を上回る167億5,500万円となりました。
　令和8年度予算においては、社会保障関連事業費の大幅な増や物価高騰等による各委託料の増を反映させた上で、学校給食費の無償化やこども
医療費助成事業の拡充、物価高騰に対応するための地域商品券配布事業にかかる経費などを計上しています。

歳入歳出総額　

歳入歳出総額　

令和8年度

令和8年度
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令和 7 年度　第 1 回　臨時会　議案議決結果
事件番号 事　　　件　　　名 議決結果

報 告 第 １ 号 専決処分の報告について（西原中学校体育館屋根長寿命化工事） 報告

議 案 第 １ 号 西原町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議 案 第 ２ 号 西原町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議 案 第 ３ 号 令和７年度　西原町一般会計補正予算について 原案可決

令和 7 年度　第 2 回　定例会　議案議決結果
事件番号 事　　　件　　　名 議決結果

報 告 第 ２ 号 専決処分の報告について（西原東こども園アクセス通路整備工事） 報告

同 意 第 １ 号 教育長の任命について 同意

同 意 第 ２ 号 教育委員会委員の任命について 同意

同 意 第 ３ 号 教育委員会委員の任命について 同意

同 意 第 ４ 号 西原町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

同 意 第 ５ 号 西原町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

同 意 第 ６ 号 西原町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

同 意 第 ７ 号 西原町固定資産評価員の選任について 同意

諮 問 第 １ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任

諮 問 第 ２ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任

議 案 第 ４ 号 西原町犯罪被害者等支援条例について 原案可決

議 案 第 ５ 号 西原町職員定数条例の一部を改正する条例について 原案可決

議 案 第 ６ 号 西原町の保育等の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議 案 第 ７ 号 西原町立小中学校体育館長寿命化基金条例を廃止する条例について 原案可決

議 案 第 ８ 号 令和７年度西原町一般会計補正予算について 原案可決

議 案 第 ９ 号 令和７年度西原町国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第１０号 令和７年度西原町後期高齢者医療特別会計補正予算について 原案可決

議案第１１号 令和７年度西原町土地区画整理事業特別会計補正予算について 原案可決

議案第１２号 令和７年度西原町下水道事業会計補正予算について 原案可決

議案第１３号 令和７年度西原町水道事業会計補正予算について 原案可決

議案第１４号 令和８年度西原町一般会計予算について 原案可決

議案第１５号 令和８年度西原町国民健康保険特別会計予算について 原案可決

議案第１６号 令和８年度西原町後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決

議案第１７号 令和８年度西原町土地区画整理事業特別会計予算について 原案可決

議案第１８号 令和８年度西原町下水道事業会計予算について 原案可決

議案第１９号 令和８年度西原町水道事業会計予算について 原案可決

議案第２０号 津花波農村集落総合管理施設指定管理者の指定について 原案可決

議案第２１号 西原町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第２２号 西原町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

選 挙 第 １ 号 選挙管理委員の選挙 指名推選

選 挙 第 ２ 号 選挙管理委員の補助員の選挙 指名推選

請 願 第 ５ 号 大雨等水害対策に関する請願書 不採択

意見書第１号 選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書 原案可決

意見書第２号 名護市許田の野球場への米軍 UH1 ヘリコプターの不時着に関する意見書 原案可決

意見書第３号 イランへの軍事攻撃の即時停止と中東地域の平和的解決を求める意見書 原案可決

意見書第４号 消費税の減税及び制度の見直し・改善を求める意見書 原案可決

決 議 第 １ 号 名護市許田の野球場への米軍 UH1 ヘリコプターの不時着に関する抗議決議 原案可決

決 議 第 ２ 号 イランへの軍事攻撃の即時停止と中東地域の平和的解決を求める決議 原案可決

閉会中の継続審査・調査申出書 可決

議
案
議
決
結
果
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賛
否
が
分
か
れ
た
意
見

 議案第５号　西原町職員定数条例の一部を改正する条例について
〇委員会附託の省略について
　本案について、委員会附託を省略することについて異議がありましたので、起立における裁決を行い、以下の様な結果となりました。

委員会附託

省略の裁決

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
大
城
　
誠
一

真
栄
城
　
哲

与
儀
　
　
清

大
田
　
　
實

山
城
　
勝
貴

儀
間
駿
太
郎

伊
集
　
　
悟

長
濱
ひ
ろ
み

伊
計
　
裕
子

喜
納
　
昌
盛

新
田
　
宗
信

與
那
嶺
良
樹

新
川
　
喜
男

比
嘉
　
利
和

屋
比
久
　
満

大
城
　
好
弘

仲
松
　
　
勤

前
里
　
光
信

大
城
　
純
孝

〇 退 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 退 議長
※賛成は○　反対は×　退席は退

よって賛成多数により委員会附託を省略することに決定しました。

〇討論動議について　本案について、討論動議がありましたので以下の通り賛成・反対の討論を行いました。
 反対討論の主旨

（新田宗信 議員）　現在、全国的に行政運営のDX化が進み、業務の効率化や分担の見直しが行われ、窓口業務の縮小も予定されている状況にある中で、
定数を増やす根拠は乏しいと考える。加えて、最も重要なのは財源の問題であり、定数を定めれば最大限の採用が可能となり、将来的に財政負担が生じる
懸念がある。たとえ直ちに増員しないとしても、定数条例の改正は慎重に扱うべきである。委員会付託を求めたが省略された経緯も踏まえ、以上の理由か
ら本議案には反対するものである。

 賛成討論の主旨 なし
〇裁決結果について　本案については、起立によって裁決を行い、以下の様な結果となりました。

議案の裁決

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
大
城
　
誠
一

真
栄
城
　
哲

与
儀
　
　
清

大
田
　
　
實

山
城
　
勝
貴

儀
間
駿
太
郎

伊
集
　
　
悟

長
濱
ひ
ろ
み

伊
計
　
裕
子

喜
納
　
昌
盛

新
田
　
宗
信

與
那
嶺
良
樹

新
川
　
喜
男

比
嘉
　
利
和

屋
比
久
　
満

大
城
　
好
弘

仲
松
　
　
勤

前
里
　
光
信

大
城
　
純
孝

〇 退 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 退 議長
※賛成は○　反対は×　退席は退

以上の通り賛成多数により、議案第 5 号　西原町職員定数条例の一部を改正する条例については可決されました。

 議案第 21 号　西原町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
〇討論動議について　本案について、討論動議がありましたので以下の通り賛成・反対の討論を行いました。

 反対討論の主旨
（仲松勤 議員）　今回、令和8年度から導入される「こども子育て支援金制度」は、医療保険に上乗せする形で町民に新たな負担を求めるものである。
政府は税ではなく支援金と説明しているがが、強制的に徴収される以上、町民から見れば新たな負担であり、いわゆるステルス増税と言われても仕方のな
いものである。この制度は、国民健康保険や社会保険、後期高齢者医療、介護保険など、すべての医療保険から徴収される仕組みであり、国民・町民への
新たな負担の押し付けであると考える。
　さらに問題なのは、医療保険制度は本来医療費を支えるためのものであり、その保険料を少子化対策の財源とすることは目的外使用である点である。少
子化対策の重要性は認めるが、本来は国家全体の責任として財源を議論すべきものであり、医療保険という形で負担を求めることには強い疑問がある。現在、
物価高騰により町民生活は厳しく、食品や電気代、燃料費などの負担が増え続けている。その中でさらに医療保険の負担を増やすことが、町民の理解を得
られるのか疑問である。以上の理由から、本議案には賛成できず、反対する。

 賛成討論の主旨 なし
〇裁決結果について　本案については、起立によって裁決を行い、以下の様な結果となりました。

議案の裁決

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
大
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一
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与
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嶺
良
樹

新
川
　
喜
男

比
嘉
　
利
和

屋
比
久
　
満

大
城
　
好
弘

仲
松
　
　
勤

前
里
　
光
信

大
城
　
純
孝

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 議長
※賛成は○　反対は×　欠席は欠

以上の通り賛成多数により、議案第 21 号　西原町国民健康保険税条例の一部を改正する条例については可決されました。

 議案第 14 号　令和８年度西原町一般会計予算について
〇裁決結果について　本案については、起立によって裁決を行い、以下の様な結果となりました。

議案の裁決

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
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〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議長
※賛成は○　反対は×　欠席は欠

以上の通り賛成多数により、議案第 14 号　令和８年度西原町一般会計予算については可決されました。

3 月定例会　賛否の分かれた議案等（2/27）

3 月定例会　賛否の分かれた議案等（3/23）

2 月 27 日議会
の QR コード

3 月 23 日議会
の QR コード
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賛
否
が
分
か
れ
た
意
見

 請願第５号　大雨による水害対策等の改善及び補償について
〇討論動議について
　本案について、討論動議がありましたので以下の通り賛成・反対の討論を行いました。

 反対討論の主旨 なし

 賛成討論の主旨

（仲松勤 議員）　私は委員の一人として、委員会の状況は一定理解している。その上で、委員長報告は不採択だが、請願の趣旨に賛成である。提案理由では、
請願者がこれまで個人として、町や県に対し働きかけてきた経緯があり、今回が2回目、より良い対応を求めての提出である。こうした経緯を踏まえ、改
めて出された請願には寄り添うべきであり、議員として当然の姿勢である。前回も不採択だったが、内容は改善や県・国への要望であり、趣旨採択に値す
るもの。今回も不採択とするのではなく、繰り返し出されている町民の声として、議会は対応すべきであると考える。本請願は具体的な予算要求ではなく、
まず寄り添う対応が重要。農業に関わる切実で重要な思い。議員としてこれを受け止め、完全な解決でなくとも前に進む方向性を示すべきではないか。以
上より、本請願第5号に賛成し、対応を求める。

（新田宗信 議員）　小波津川、棚原や池田の土砂崩れ、工業団地の水害など、災害時には弱い立場の声に対し、現場を確認し、行政との因果関係があれ
ば議会として訴えるべき。予算対応は補助か単独かを含め行政が判断する領域であると考える。議会は住民の声を聞き、行政に伝える役割。これまで選挙
を通じて声を受け、議会を通じ行政に届けてきた。その中で、事実に反していない請願を「前回と同じ」として否決するのが適切かは疑問である。結論は
可決か否決だが、可決の中にも整理がある。複数の提案があるなら部分採決、趣旨は理解できるが執行は行政というなら趣旨採択もある。こうした多様な
受け止め方がある中で、一律に否決とするのはいかがか。

〇裁決結果について　本案については、起立によって裁決を行い、以下の様な結果となりました。

議案の裁決
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× × × × × × × × × × 〇 × × × × × 〇 × 議長
※賛成は○　反対は×

以上の通り、賛成少数により請願第５号　大雨による水害対策等の改善及び補償については不採択となりました。

 意見書第 1 号　選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書について
〇討論動議について
　本案について、討論動議がありましたので以下の通り賛成・反対の討論を行いました。

 反対討論の主旨
（仲松勤 議員）　本制度は単なる姓の選択の自由にとどまらず、戸籍制度、家族の一体性、社会秩序に関わる重大な制度変更。現行制度で夫婦同姓は家族
の一体性を示し、戸籍の安定を支える要素。これを崩すことは社会の基盤に影響を与えかねない。女性の不利益についても、改姓が多いというのは結果で
あり、家庭ごとの判断や慣習によるもの。この一点で制度の不公平を断定し変更を求めるのは慎重であるべき。不便の存在は否定しないが、通称使用の拡
大で不利益は緩和されており、制度を根本から変える必要性は乏しい。男女平等の観点でも、制度変更が本質的解決になるとは限らず、新たな分断を生む
懸念もある。経済界の要望も一部にとどまり、国家制度は利便性のみで決めるべきではなく、社会全体と将来への影響を考慮すべき。特に重要なのは子ど
もへの影響。本意見書では十分触れられていないが、別姓導入により姓の決定や家族内の一体性に影響し、心での混乱や帰属意識の低下を招く懸念がある。
戸籍制度は歴史の中で築かれた社会基盤であり、軽々に変更すべきものではない。以上の理由から、本意見書には賛同できず、反対する。

（新田宗信 議員）　戸籍制度は日本国民の証明であり、日本人のルーツを明確にする重要な制度。現在、外国人の移民問題など様々な課題がある中で、
むしろ守るべきものと考える。沖縄においても、世界のウチナーンチュ大会などで海外に渡った方々がルーツを辿り帰ってくる事例があり、戸籍制度の
役割の大きさが示されている。以上の観点から、本意見書には反対する。

（儀間駿太郎 議員）　本制度の議論自体は、今後の社会にとって必要である点は理解する。しかし、本意見書の内容は不十分だと考える。「多くの女性が
望んでいる」との記述についても、その実数や根拠が明確でなく、今後の議論の中で丁寧に検証すべきである。また、人権や生き方に関わる問題である一方、
子どもの姓の問題など、導入に伴う様々なケースが想定されるが、その点の検討も十分とは言えない。さらに、民法第750条の改正のみで制度導入が可
能とは考えにくく、本来は関連法全体の見直しを含めた議論が必要である。以上の理由から、本意見書は内容が不十分であり、反対する。

 賛成討論の主旨

（大城誠一 議員）　婚姻により多くの女性がアイデンティティの喪失や、仕事・研究で築いた信用や評価の分断といった不利益を受けているのは事実。
日本は夫婦同姓制度を採っているが、先進国では別姓制度の導入が進んでいる。制度変更により、これまでのキャリアや評価を維持できる環境が整うこと
は重要である。少数であっても、女性の人権を守る観点から必要な制度と考える。以上の理由から、本意見書に賛成する。

〇裁決結果について　本案については、起立によって裁決を行い、以下の様な結果となりました。

議案の裁決
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〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × × × × 議長
※賛成は○　反対は×

以上の通り、賛成多数により、意見書第 1 号　選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書については可決されました。

3 月定例会　賛否の分かれた議案等（3/23）※続き

3 月 23 日議会
の QR コード
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３月議会の傍聴者
延べ人数

/人21

【ひとこと】

つ
ぶ
や
き

つ
ぶ
や
き

議会だよりに対するご意見、
ご要望等はこちらへ

西原町議会事務局
TEL：098-945-5122
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　議会の『議』がむずかしかっ
たです。五年生でもいろいろな
むずかしい問題がでてくると思うのでちょうせん
していきたいと思います。　

作 者制字題
西原小学校 ５年生
ひ　　が　　 な    な   こ

比嘉 南々子さん

議会活動

　西原町議会は3月定例会中の3月11日、事業進捗状況等を把握し議会活動に資することを目的として、3常任委員会（総務財
政・建設産業・文教厚生）合同で以下の２か所を現地視察し、担当課長等から事業の概要及び進捗状況についてそれぞれ説明を
受けました。

　令和７年11月14日西原町上原と
中城伊集の境界となる崖地が崩落。
その規模は横幅100ｍ、高低差70ｍ、
奥行きは370ｍにも渡った。

3常任委員会合同所管事務調査～3月定例会～

〇幸地インター線整備工事状況視察

〇中城村伊集斜面土砂崩れ現場視察

▲中城村ハンタ道から土砂崩れ現場を望む。左にハートライフ病院が見える。

▲現状について説明を受ける議員一同

▲幸地インター線のランプ橋※下で
  事業概要の説明を受ける議員一同。

▲幸地インター線のDランプ橋上で
   建設進捗状況の説明を受ける。

▲Dランプ橋から料金所建設予定地点
   方面へ徒歩で移動する一同。

※ランプ橋とは：インターチェンジで高さの異なる複数の道路を立体的に接続する傾斜状の連絡橋。

▲小道の崖側が崩落した。残された小道部分が西原町上原で、崩れた崖部分は
　中城村伊集。

表紙の題字と写真を表紙の題字と写真を お寄せくださいお寄せください
あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか？
表紙の題字（『議会だより』の文字。横書き）と写真を募集
しています。うまいへたは関係ありません。こどもから大
人まで、生き生きとした題字や写真をお待ちしています。
送付先　議会事務局（議会だより表紙の題字・写真について）
ＴＥＬ９４５－５１２２　　ＦＡＸ９４５－５０４５
mail : gikaii _ jimu＠ｔown.nishihara.okinawa.jp

補足　ぢゃんな節の歌意：昔ごとやすが　なままでも肝に　忘ららぬものや　ありがなさけ
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